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硝酸アンモニウム溶液への浸漬によって、均質に溶脱したモルタル硬化体試料を比較的短時間に得た。こ

の試料の空隙構造及び拡散係数を測定した結果、溶脱に伴い粗大な空隙が増加し、拡散係数が大きくなる

ことを確認した。 
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1. 緒言 放射性廃棄物の処分施設に用いられるセメント系材料の溶脱変質に伴う拡散係数変化のモデル化

において、均質に溶脱変質させた試料の作製が課題であった。筆者らは、硝酸アンモニウム溶液によりセメ

ントペーストを均質に溶脱変質させる手法[1]を開発してきた。本報では、モデル化に向けより現実的な材料

で検討するため、モルタル材料に本手法を適用し、得られた試料の物性変化を評価した結果を報告する。 

2. 実験 試料は 50℃水中で 3 ヶ月間養生し、φ30mm、厚さ 5mm の円盤状に加工した、普通ポルトランド

セメント（OPC）、フライアッシュセメント（FAC；OPC/FA=7/3）及び、高炉セメント（BFSC；OPC/BFS＝

3/7）のモルタル（細骨材/結合材比＝1、水/セメント比＝0.4～0.6）とした。得られた試料を、液固比 50 の

条件で 0.25mol/L の硝酸アンモニウム溶液に 6ヶ月間浸漬して溶脱変質試料を得た。溶脱変質試料に関して、

XRD による鉱物相の定性、EPMA による元素組成分布、TG/DTA による CaCO3、Ca(OH)2の定量、ポロシメ

ータによる空隙径分布および空隙率の測定と透過法による拡散係数の測定を実施した。 

3. 結果 EPMA 測定結果を図-1 に、空隙率と拡散係数の関係を図-2 に示す。EPMA 測定の結果から、モル

タル硬化体においても均質な溶脱変質試料が作製できていることを確認した。主な溶脱成分は Ca であり、

Ca 減少量(EPMA より)、Ca(OH)2の定量および定性結果から、全ての試料において Ca(OH)2以外に C-S-H の

Ca も溶脱していることがわかった。溶脱前の試料では空隙率が同等であってもセメント種類によって拡散

係数が大きく異なっていたが、溶脱変質試料ではセメント種類による違いは見られなかった。全ての溶脱変

質試料において、溶脱前と比較して 0.1～1μm前後の空隙が大きく増加していることが確認されており、こ

の粗大な空隙が拡散係数に影響を及ぼしていると考えた。溶脱変質に伴う拡散係数の変遷をモデル化するた

めに重要な変質試料の拡散係数変化のデータを取得することができた。 
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図-1 EPMA 測定結果（水/セメント比=0.6）       図-2 空隙率と拡散係数の関係 
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